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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
会社概要と事業内容のあと、決算説明をいたします。�
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会社概要

３

□設立：１９８４年２月

□資本金：９億３１万円
□住所：東京都墨田区横網１丁目３番２０号

□代表者：代表取締役社長 和泉 学
【代表者略歴】
1970年

 

ジャスコ㈱（現イオン㈱）入社

1979年

 

㈱ｺｯｸﾄﾞｰﾙｼﾞｬｽｺ（現㈱ｲｵﾝｲｰﾊｰﾄ）出向、

専務取締役

1990年

 

当社代表取締役社長（兼務）

1997年

 

当社代表取締役社長（現任）

□事業内容：居酒屋チェーンの直営

及びフランチャイズ展開

チムニーロース

 
ター

会社設立と社名の由来

1984年(昭和59年）2月ジャスコ株式会社
(現イオン)100％出資の子会社として
チムニー株式会社 設立

★社名の由来★社名の由来

万能調理器具である
「チムニーロースター」
を使った事業として設立。
これが社名に。

沿革

洋風居酒屋チムニーのフランチャイズとチムニーロースター

レンタル事業開始

１９９５年

 

１月

 

現主力業態：海鮮居酒屋「はなの舞」を展開

当社の経営権がジャスコ株式会社（現イオン株式会社）から

米久株式会社へ譲渡され米久株式会社の子会社となる。

１９８４年２月

 

創業飲食業とチムニーロースターレンタル業の開始

１９９０年１１月

 

代表取締役に和泉学（現社長）が就任

１９９７年

 

８月

 

経営権が米久株式会社に移動

１９９７年

 

８月

 

御殿場高原ビールの販売と差別化を図る

２００３年

 

６月

 

店舗管理システム及び指紋認証勤怠システムを導入し

管理体制の強化を図る

２００４年

 

１月

 

人財教育センターABCアカデミーの設立

２００４年

 

１１月

 

新業態

 

四季の心づくし「花の舞」を八丁堀に出店

２００５年

 

２月

 

ジャスダック証券取引所上場

３月

 

ステーキ＆パスタ「ファーストグルメ」を平井駅北口に出店

５月

 

株主様優待制度を新設

１０月

 

新業態「炙り居酒家

 

知夢仁」を柏に出店

１２月

 

株式分割を実施（１株→２株）

※発行済株式数

 

４１５万株→８３０万株

大阪府に初出店（道頓堀）、グループ３００店舗を達成

２００６年

 

３月

 

「こだわりやま」業態をブラッシュアップし都内大森・大山に２００２年以来の出店
４月

 

両国駅ビルに本部本社機能を移転
６月

 

「はなの舞」業態２００店舗達成
６月

 

新業態「海鮮うまかもんや

 

はなの舞」を横浜市鴨居にオープン

６月

 

ジャスダック証券取引所より、制度信用銘柄に選定
９月

 

新業態「海鮮料理

 

さかなや道場」を両国にオープン
９月

 

横浜西口店オープン（グループ３５０店舗達成）

１０月

 

新業態「鎌倉とんかつ豚夢創家（とむそうや）」を大船にオープン

会社概要・社名の由来・沿革

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
設立　１９８４年２月　
資本金　３億３１万円
従業員数　２００４年１２月現在
　　３２５名　キャスト人数１１４５名（1人当り月/163時間換算）　
事業内容　居酒屋チェーンの直営店経営及びフランチャイズ展開
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経営理念

規模を追求する経営から質を高める経営に重点を置いた

「Ｎumber１よりＢest1」「変化創造企業」

「食」と「飲」を通じて地域社会に「出会い」「語らい」「憩い」
と「癒し」の場を提供し、１人でも多くのお客様から

“ありがとう”と言われる企業に！

地域社会に圧倒的に支持される個店の集合体となる

当社の企業理念

 

イメージロゴマーク
出会い（meet）･語らい(talk）･憩い（rest）

４

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
【企業理念】
「食」と「飲」を通じて地域社会に「出会い」「語らい」「憩い」と「癒し」の場を提供し、１人でも多くのお客様により多くの感動を与えることを基本的考え方としております。言い換えるならば、規模を追求する経営から質を高める経営に重点を置いた「ナンバー１よりベスト１」という考え方を最優先しております。「ベスト1」と言う信念に基づいた姿勢を貫き、着実に発展し続け利益を上げることが、社会に認知されるものと考えております。

メトレとは、「出会い＝meet」「語らい＝talk」「憩い＝rest」の頭文字であるme+ｔ+re＝「metre」は、「出会いと会話を楽しむ店」「くつろげて気分がリフレッシュできる店」「活気に満ちたリズム感のある店」などお客様にとって「生活のいいアクセント」となる店づくりを目指すと言う意味も含めております。
変化創造とは顧客ニーズを適確に捉えそれを店舗を通して具現化していくものであります。
故に、一つのパッケージでのチェーンフォーマットを創るのではなく、ベースは同じだけれど、絶えず新しい事にチャレンジし、以前とは違った＝変化させた内容にしてきている。これは、業態への乖離が起きた時のリスクヘッジともなりえる事でもあります。
企業を永遠に発展させる為に、今後もこの「変化創造経営」を引き続き行ってまいります。
�



②ＦＣ事業②ＦＣ事業①直営店事業①直営店事業 ③食材供給事業③食材供給事業

５

現在展開中の主力業態

事業内容

事業内容（セグメント）

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
【事業内容】
当社では、主力事業である居酒屋業態のチェーン展開による「直営店事業」、直営店舗で蓄積されたノウハウと経験を基に実施している「フランチャイズ（FC）事業」及び自社センターから「冷凍・チルド・常温」の「３温度帯の物流」により、食材を店舗へ供給する「食材供給事業」の3事業を主力として行っております。直営店事業におきましては、FC本部として常に業態の見直しを行う役割も担っております。
＊現在の主な居酒屋業態は　【次のスライドに移る】。
�



2003年 2004年 2005年

会社名 売上高 会社名 売上高 シェア 会社名 売上高 シェア ５期（５年）前

との売上対比

1 ﾓﾝﾃﾛｰｻﾞ 132,435 ﾓﾝﾃﾛｰｻﾞ 131,406 12.1% 23.2% ﾓﾝﾃﾛｰｻﾞ 124,860 11.6% 23.2% １００．４％

2 大庄 73,377 大庄 78,547 7.2% 13.8% 大庄 81,155 7.6% 15.1% １３５．９％

3 養老乃瀧 62,504 コロワイド 72,597 6.7% 12.8% ﾜﾀﾐ 63,360 5.9% 11.8% １９７．４％

4 ﾜﾀﾐﾌｰﾄﾞ 52,560 養老乃瀧 59,920 5.5% 10.6% 養老乃瀧 52,122 4.8% 9.7% ６２．３％

5 コロワイド 50,629 ﾜﾀﾐ 57,042 5.3% 10.0% ｺﾛﾜｲﾄﾞ東日本 46,112 4.3% 8.6% －

6 村さ来 48,000 村さ来 46,800 4.3% 8.2% 村さ来 43,300 4.0% 8.0% ８５．３

7 つぼ八 42,000 つぼ八 40,000 3.7% 7.0% つぼ八 38,600 3.6% 7.2% ６７．０

8 マルシェ 36,267 マルシェ 35,500 3.3% 6.3% マルシェ 35,643 3.3% 6.6% ８９．５

9 テンアライド 21,291 チムニーチムニー 24,882 2.3% 4.4% チムニーチムニー 32,434 3.0% 6.0% ２４２．９

10 チムニーチムニー 19,486 テンアライド 20,981 1.9% 3.7% テンアライド 21,123 2.0% 3.9% ８０．０

10社合計 538,549 10社合計 567,675 52.3% 100.0% 10社合計 538,709 50.1% 100.0% ―

居酒屋市場規模 10,899 10,849 10,747
外食市場規模 245,684 244,763 242,781

データ出所：日経流通新聞（MJ）

 

第３２回日本の飲食業調査（2006/05/12）

社団法人

 

外食産業総合調査研究センター

シェア：（左）

 

対居酒屋市場規模

（右）

 

対上位10社売上高合計

（単位；居酒屋及び外食市場規模は億円、各社売上高は百万円）

６

居酒屋業界での当社ポジション

【居酒屋ﾁｪｰﾝﾗﾝｷﾝｸﾞ】→当社２００６年ｸﾞﾙｰﾌﾟ４２３億円に

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
<業界シェア>
  居酒屋業は大手居酒屋チェーンから個人経営店まで全国に広く浸透しており、その売上高はこの数年微減傾向にある中、上記表にあるような大手居酒屋チェーン店のシェアが平成13年44.3％であったものが、平成15年には47.7％と上昇しつつあります。

このような環境下で、当社を含めた上位10社においては、大庄、ワタミフードサービス㈱、コロワイド㈱と当社の4社の売上高が毎期増収となっていますが、利益的には微増を聞いております。又、それ以外の居酒屋チェーンにおいては、ほぼ横這いとなっており、各社の競争は激化しています。
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８

期間

項目
20042004年年1212月期月期 20052005年年1212月期月期

従来予想従来予想
（第（第三三四半期四半期

開示時）開示時）

20062006年年1212月期月期
対前対前

期比期比

売上高売上高 15,464（100.0） 21,026（100.0） 28,000 28,076（100.0） 133.5

売上原価（率）売上原価（率） 6,028（39.0） 7,619（36.2） 9,893（35.2） 129.9

売上総利益（率）売上総利益（率） 9,436（61.0） 13,407（63.8） 18,183（64.8） 135.6

販管費（率）販管費（率） 8,454（54.6） 11,695（55.6） 15,953（56.8） 136.4

営業利益（率）営業利益（率） 982（6.4） 1,711（8.1） 2,229（8.0） 130.3

経常利益（率）経常利益（率） 1024（6.6） 1,746（8.3） 2,300 2,310（8.2） 132.3

純利益（率）純利益（率） 521（3.4） 856（4.1） 1,200 1,184（4.2） 138.2

(単位：百万円・％）

経営成績①
 
損益計算書（１）（抜粋）

８期連続増収
 

５期連続増益

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
平成16年度の経営成績の発表

次のページが過去5年間の推移です。


�



９

（1）売上高・売上総利益

売上高は、計画を上回る出店（直営店６３店、ＦＣ店９店）を背景に、２８,０７６百万円（前期比133.5％）に。

[直営部門]

新規出店６３店、閉鎖７店、「建売システム」による直営店からＦＣ店への転換が２４店、FC店から直営店への転換が６

 
店。その結果、当期末の直営店舗は１７９店、売上高は２２,９３６百万円（前期比137.0％）に。

[食材供給部門]

直営店からＦＣ店への転換進展に伴い、ＦＣ店への食材供給が増加し、売上高は３,４６９百万円（前期比120.0％)に。

[ＦＣ部門]

新規出店９店、閉鎖店７店、直営店からＦＣ店への転換が２４店、

 

FC店から直営店への転換が６店 。その結果、当期

 
末のＦＣ店は１８３店、売上高（ＦＣからの収入）は１,６７０百万円（前期比120.4％）に。

売上総利益は、直営部門の売上増加がそのまま全体の売上総利益の増加に反映され、１８,１８３百万円（前期比

 
135.6％）に。また売上総利益率も64.8％と1.0ポイント上昇。

経営成績①
 
損益計算書（２）（コメント＜１＞）



１０

（2）販管費・営業利益

計画を上回る新規出店に伴い、社員・キャストの人件費の他、教育募集費、寮・社宅費等が増加、人件費率は、前比０．３ポイ

 
ント上昇し27.6％に。また、出店と大幅な改装により、賃貸料、修繕費、減価償却費、消耗品費等も増加し、販管費率は、

 
56.8％と１．２ポイント上昇しましたが、出店効果から当期の営業利益は５１７百万円増加し、２,２２９百万円（前期比

 
130.3％）に。

（3）営業外収支・経常利益

割賦利息の増加をＦＣ解約金等の雑収入の増加で吸収、経常利益は５６３百万円増加し２,３１０百万円（前期比132.3％）に。

（4）特別損益・当期純利益

特別利益に貸倒引当金の戻入益と撤去費用戻入益を計上した一方、特別損失に退店店舗や業態変更店舗の固定資産除却

 
損やリース解約損及び減損損失を計上し、当期純利益は１,１８４百万円（前期比138.2％）に。

経営成績①
 
損益計算書（３）（コメント＜２＞）



１１

経営成績②
 
貸借対照表について

・新規出店数の増加に伴い固定資産が増加し、設備未払金の増加で固定負

 
債が増加
・店舗数の増加により仕入や経費が増加し流動負債が増加
・当期より資本の部が純資産の部へ表示変更

2005年12月期 2006年12月期 増減

流動資産
固定資産

5,513
7,227

6,743
10,520

1,229
3,293

資産合計 12,740 17,263 4,523

流動負債
固定負債

5,398
3,502

7,948
4,370

2,549
868

負債合計 8,900 12,318 3,418

純資産合計 ー 4,944 ー

負債純資産合計 ー 17,263 ー

(単位：百万円・％）



１２

経営成績③
 
キャッシュフローについて

2005年12月期 2006年12月期 増減

営業活動によるＣ/Ｆ 3,026 4,228 1,202

投資活動によるＣ/Ｆ △1,294 △2,078 △784

財務活動によるＣ/Ｆ 288 △1,158 △1,446

資金の増加額 2,020 991 △1,028

資金の期首残高 2,282 4,303 2,020

資金の期末残高 4,303 5,295 991

・当期の営業活動によるＣ/Ｆは税引前当期純利益の増加等により増加
・出店に伴う固定資産と差入保証金の増加等により投資活動によるＣ/Ｆが減少
・当期の財務活動によるＣ/Ｆは割賦債務の返済等により減少

(単位：百万円・％）



１３

経営成績④
 
主要財務指標

2004年12月期 2005年12月期 2006年12月期

総資本経常利益率 15.4 17.1 15.4

株主資本当期純利益率 51.5 33.6 27.0

株主資本比率 16.3 30.1 28.6

流動比率 72.9 102.1 84.8

固定比率 367.5 188.2 212.8

(単位：％）



１４

売上高及び構成比 20052005年年1212月期月期 構成比構成比 20062006年年1212月期月期 構成比構成比

直営店部門直営店部門 16,747 79.779.7 22,936 81.781.7
食材供給部門食材供給部門 2,890 13.713.7 3,469 12.412.4
ＦＣ部門ＦＣ部門 1,387 6.66.6 1,670 5.95.9

合計合計 21,026 100.0100.0 28,076 100.0100.0

（単位：百万円、％）

売上総利益額

及び構成比
20052005年年1212月期月期

売上総売上総

利益率利益率
構成比構成比 20062006年年1212月期月期

売上総売上総

利益率利益率
構成比構成比

直営店部門直営店部門 11,842 70.770.7 88.388.3 16,272 70.970.9 89.589.5
食材供給部門食材供給部門 537 18.618.6 4.04.0 566 16.316.3 3.13.1
ＦＣ部門ＦＣ部門 1,026 74.074.0 7.77.7 1,344 80.580.5 7.47.4

合計合計 13,407 63.863.8 100.0100.0 18,183 64.864.8 100.0100.0

（単位：百万円、％）

経営成績補足データ①：セグメント別売上高

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
セグメント別の売上及び粗利の構成比になります。�



１５

２００５年１２月期 ２００６年１２月期

業態名 売上高 構成比 売上高 構成比 伸び率

直営店合計 １６，７４７ 100.0% ２２，９３６ 100.0% 137.0%

はなの舞 １１，９３５ 71.3% １８，３７４ 80.2% 154.0%

団欒炎 ３，３７９ 20.2% ２，５４４ 11.1% 75.3%

こだわりやま ２２２ 1.3% ５１５ 2.2% 232.0%

知夢仁 ５０３ 3.0% ３６４ 1.6% 72.4%

四季花の舞 ３５３ 2.1% ６５１ 2.8% 184.4%

チムニー ２４７ 1.5% １１８ 0.5% 47.8%

他業態 １０５ 0.6% ３６９ 1.6% 351.4%

（単位：百万円）

経営成績補足データ②：業態別売上高（直営店舗）

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
①直営店業態別売上（全規模）

②直営店売上高（同規模）

③直営店業態別売上推移（過去3年間）
�



経営成績補足データ③：都道府県別売上高（直営店舗）

都道府県 売上高 構成比
地区別
構成比

東京都 ９，４６６ ４１．３％

首都圏
地区

 
１８，４９０
８０．６％

神奈川県 ３，１４４ １３．７％

埼玉県 ２，５５８ １１．２％

千葉県 ２，７４７ １２．０％

茨城県 ３４３ １．５％

栃木県 １１６ ０．５％

群馬県 １１６ ０．５％

青森県 ９７ ０．４％

東北地区

 
１，３８７
６．１％

岩手県 １５８ ０．７％

秋田県 １４８ ０．６％

宮城県 ６７８ ３．０％

福島県 ３０６ １．３％

新潟県 ３７７ １．６％

中部東海
地区

２，４７６

 
１０．８％

長野県 １７８ ０．８％

石川県 １０７ ０．５％

静岡県 １，１２６ ４．９％

愛知県 ４７６ ２．１％

岐阜県 ２１２ ０．９％

大阪府 ４４６ １．９％ 関西地区

 
５７５

２．５％兵庫県 １２９ ０．６％

合 計 ２２，９３６ １００．０％ １００．０％

（単位：百万円）

１６

首都圏地区

東北地区

中部東海

 
地区

関西地区

東京都

神奈川県

千葉県 埼玉県

茨城県

栃木県

群馬県



経営成績補足データ④：オープン年度別売上高（直営店舗）

オープン年度 売上高 構成比

２０００年以前 １，８２６ 8.0%

２００１年 １，０２８ 4.5%

２００２年 ２，１２４ 9.3%

２００３年 ２，７０９ 11.8%

２００４年 ３，２２４ 14.0%

２００５年 ７，０１０ 30.6%

２００６年 ５，０１１ 21.8%

合 計 ２２，９３６ 100.0％

（単位：百万円）

１７

２０００年以前

２００１年

２００２年

２００３年

２００４年

２００５年

２００６年



既存店（直営店）売上高の推移

（単位：前年同月比％）

１８

出所：財団法人日本フードサービス協会

★当社★当社

 
２００６年２００６年通年では通年では前期比前期比9898..88％％

05.7 05.8 05.9 05.10 05.11 05.12 06.1 06.2 06.3 06.4 06.5 06.6 06.7 06.8 06.9 06.10 06.11 06.12
当　　社 0.4 4.7 6 .7 8 .0 4 .4 5 .2 0 .8 5 .7 5 .6 -2.1 -0.5 -2.6 -5.2 -3.2 -1.4 -4.1 -6.3 0.6
A社 -5.3 0.3 1.7 -0.6 -1.6 -1.2 -5.8 0.7 0.8 -6.3 -5.8 -5.8 -6.5 -4.2 -5.9 -4.8 -5.5 -1.5
B社 -5.8 -3.1 -3.3 -3.1 -2.9 -3.5 -4.9 -0.6 2.0 -4.7 -3.7 -3.1 -4.5 -1.8 -1.4 -5.0 -4.4 -1.2
C社 -1.9 1.1 1.9 0.0 0.1 3.0 -2.5 0.1 1.4 -2.1 -2.0 -1.5 -3.6 -0.9 -2.6 -6.5 -5.7 -2.1
居酒屋全体 -5.2 -0.3 1.2 0.0 -0.5 -1.7 -2.6 0.6 1.2 -4.7 -4.1 -4.5 -5.4 -3.2 -5.0 -5.5 -5.9 -2.8

-8.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

05.7 05.8 05.9 05.10 05.11 05.12 06.1 06.2 06.3 06.4 06.5 06.6 06.7 06.8 06.9 06.10 06.11 06.12

当　　社

A社

B社

C社

居酒屋全体

※2007年１月

 

当社既存店（直営店）売上高：１００．２

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
右肩上がりでは有るものの、全体ではまだマイナス成長です。

【B社はコロワイド】�



２００６年１２月期の出店について

チムニー株式会社
 

ＪＡＳＤＡＱ：３３６２
 

http://www.chimney.co.jp

１９



２０

店 名 席数 オープン月 店 名 席数 オープン月

１ はなの舞

 

平塚北口 １１９ １月 １７ はなの舞

 

枚方市北口 １７５ ４月

２ はなの舞

 

四街道北口 ８８ １月 １８ はなの舞

 

北松戸東口 １４０ ４月

３ はなの舞

 

久米川南口 １０８ １月 １９ はなの舞

 

水戸南口 １５４ ４月

４ はなの舞

 

清水駅前 １２６ ２月 ２０ はなの舞

 

金沢片町 １５２ ４月

５ はなの舞

 

盛岡映画館通り １９０ ２月 ２１ 知夢仁

 

藤枝南口 ６３ ４月

６ はなの舞

 

浅草雷門 １６６ ２月 ２２ はなの舞

 

長岡駅前 １３７ ５月

７ 炉ばた居酒家団欒炎

 

湘南台東口 １２６ ２月 ２３ はなの舞

 

大塚北口 １４０ ５月

８ はなの舞

 

神戸元町 １０６ ３月 ２４ はなの舞

 

八街 ８４ ５月

９ はなの舞

 

西所沢 １２０ ３月 ２５ はなの舞

 

秋田西口 ２５４ ５月

１０ はなの舞

 

志木東口 １１３ ３月 ２６ はなの舞

 

大宮東口 １８６ ５月

１１ はなの舞

 

豊橋 ２０３ ３月 ２７ はなの舞

 

西八王子北口 １５０ ５月

１２ こだわりやま

 

大森東口 ７６ ３月 ２８ 花の舞

 

仙台名掛丁 １９２ ６月

１３ 花の舞

 

国技館前 ３３８ ４月 ２９ はなの舞

 

静岡駅南 ５２ ６月

１４ 団欒炎

 

国技館前 １６５ ４月 ３０ 海鮮うまかもんや

 

はなの舞

 

鴨居北口 ２４０ ６月

１５ こだわりやま

 

大山 ８８ ４月 ３１ はなの舞

 

白楽 ７２ ６月

１６ はなの舞

 

BIVI沼津 １４０ ４月 ３２ 炉ばた居酒家団欒炎

 

大井町アワーズイン １３０ ６月

２００６年１２月期上期
 
出店実績

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
居酒屋とは“製造販売業”である。この事を念頭に、スクラップ＆ビルドをしながら、
当社は、乗降客数3万人以上の駅前出店。
東京都の占有率が高いですが、人口の都心回帰等、首都圏での出店余地はあると考えております。
後にご説明いたしますが、名古屋に物流拠点を置くことが出来たことにより
中京、近畿への出店も可能となっております。

【根拠】
東京発の沿線上に６５６駅あり、そのうち２３３駅に出店
約３４％に出店・・・自社競合を考えなければ、６６％に出店の余地あり！
「GIS：地理情報システムによる分析」
「定時定点観測」
　＊立地開発
　　　　　GIS･･･乗降客３万人以上の駅は、東京発の関東圏に656駅、内233駅に出店している。
直営店では、首都圏（約90%　FCは80%）を中心に出店してまいりました。

主力業態である「はなの舞・団欒炎」を広域の駅前への出店を実施
都心回帰現象の著しい首都圏中心部へ「花の舞八丁堀店」を出店しました。�



２１

店 名 席数 オープン月 店 名 席数 オープン月

３３ はなの舞

 

高槻 １３２ ７月 ４９ はなの舞

 

水沢駅前 ９０ ９月

３４ はなの舞

 

北戸田東口 １０３ ７月 ５０ こだわりやま

 

浅草東武駅前 ８６ ９月

３５ はなの舞

 

京王リトナード稲城 １１６ ７月 ５１ こだわりやま

 

東戸塚東口 ６０ ９月

３６ はなの舞

 

芦花公園駅前 １０４ ７月 ５２ はなの舞

 

島田 ７５ ９月

３７ はなの舞

 

行徳駅前 ９５ ７月 ５３ 団欒炎

 

西葛西 ６０ ９月

３８ はなの舞

 

会津若松市役所前 １１６ ７月 ５４ はなの舞

 

横浜西口 １６１ ９月

３９ 四季の心づくし花の舞

 

中野北口 １５０ ７月 ５５ はなの舞

 

富士吉田 １１４ １０月

４０ はなの舞

 

与野西口 １２７ ７月 ５６ はなの舞

 

ルートイン東陽町 １３１ １０月

４１ はなの舞

 

本八幡南口 ８２ ７月 ５７ はなの舞

 

稲毛駅前 １８５ １０月

４２ はなの舞

 

ルートイン富山 １６２ ７月 ５８ はなの舞

 

石巻駅前 １１３ １０月

４３ はなの舞

 

大阪日本橋 １６０ ７月 ５９ はなの舞

 

新宿西口大ガード １４０ １０月

４４ はなの舞

 

弘前駅前 １０４ ８月 ６０ はなの舞

 

八戸三日町 １３４ １０月

４５ はなの舞

 

実籾駅前 １１４ ８月 ６１ はなの舞

 

青森駅前 １７４ １０月

４６ はなの舞

 

国立南口 １０９ ８月

４７ はなの舞

 

土浦駅前 １５４ ８月

４８ はなの舞

 

沼津南口 １６１ ８月

２００６年１２月期下期
 
出店実績①7月～10月

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
居酒屋とは“製造販売業”である。この事を念頭に、スクラップ＆ビルドをしながら、
当社は、乗降客数3万人以上の駅前出店。
東京都の占有率が高いですが、人口の都心回帰等、首都圏での出店余地はあると考えております。
後にご説明いたしますが、名古屋に物流拠点を置くことが出来たことにより
中京、近畿への出店も可能となっております。

【根拠】
東京発の沿線上に６５６駅あり、そのうち２３３駅に出店
約３４％に出店・・・自社競合を考えなければ、６６％に出店の余地あり！
「GIS：地理情報システムによる分析」
「定時定点観測」
　＊立地開発
　　　　　GIS･･･乗降客３万人以上の駅は、東京発の関東圏に656駅、内233駅に出店している。
直営店では、首都圏（約90%　FCは80%）を中心に出店してまいりました。

主力業態である「はなの舞・団欒炎」を広域の駅前への出店を実施
都心回帰現象の著しい首都圏中心部へ「花の舞八丁堀店」を出店しました。�



２１

店 名 席数 オープン月

６２ はなの舞

 

いわき駅前 １２３ １１月

６３ はなの舞

 

御殿場 １４６ １１月

６４ はなの舞

 

馬橋東口 １０２ １１月

６５ はなの舞

 

安城駅前 １４８ １１月

６６ はなの舞

 

藤枝北口 １３０ １１月

６７ はなの舞

 

姫路駅前 １８４ １１月

６８ はなの舞

 

多摩センター北口 １９１ １１月

６９ はなの舞

 

東岡崎駅前 １４６ １１月

７０ はなの舞

 

池袋南口 １１６ １２月

７１ はなの舞

 

西新宿 ２１６ １２月

７２ はなの舞

 

下総中山 １３２ １２月

２００６年１２月期下期
 
出店実績②11月～12月

２２

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
居酒屋とは“製造販売業”である。この事を念頭に、スクラップ＆ビルドをしながら、
当社は、乗降客数3万人以上の駅前出店。
東京都の占有率が高いですが、人口の都心回帰等、首都圏での出店余地はあると考えております。
後にご説明いたしますが、名古屋に物流拠点を置くことが出来たことにより
中京、近畿への出店も可能となっております。

【根拠】
東京発の沿線上に６５６駅あり、そのうち２３３駅に出店
約３４％に出店・・・自社競合を考えなければ、６６％に出店の余地あり！
「GIS：地理情報システムによる分析」
「定時定点観測」
　＊立地開発
　　　　　GIS･･･乗降客３万人以上の駅は、東京発の関東圏に656駅、内233駅に出店している。
直営店では、首都圏（約90%　FCは80%）を中心に出店してまいりました。

主力業態である「はなの舞・団欒炎」を広域の駅前への出店を実施
都心回帰現象の著しい首都圏中心部へ「花の舞八丁堀店」を出店しました。�



２３

新規出店 建売出店
合計 業態転換

上期 下期 上期 下期

直営 ３０ ３３ ― ― ６３ １５

FC ２ ７ １４ １５ ３８ ３

合計 ３２ ４０ １４ １５ ― １８

２００6年１２月期
 
直営／FC別、業態別出店実績

直営／FC別出店実績直営／直営／FCFC別出店実績別出店実績

業態 直営 FC 合計

はなの舞 ５６ ７ ６３

団欒炎 ２ １ ３

四季の心づくし花の舞 1 ― １

知夢仁 ― １ １

こだわりやま ４ ― ４

合計 ６３ ９ ７２

業態別出店実績業態別出店実績業態別出店実績

「建売システム」によるＦＣ加盟が引き続き好調！「建売システム」によるＦＣ加盟が引き続き好調！

※※「建売出店」には「建売出店」にはFCFC店から店からFCFC店への転換店への転換５５店舗を含む店舗を含む

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
居酒屋とは“製造販売業”である。この事を念頭に、スクラップ＆ビルドをしながら、
当社は、乗降客数3万人以上の駅前出店。
東京都の占有率が高いですが、人口の都心回帰等、首都圏での出店余地はあると考えております。
後にご説明いたしますが、名古屋に物流拠点を置くことが出来たことにより
中京、近畿への出店も可能となっております。

【根拠】
東京発の沿線上に６５６駅あり、そのうち２３３駅に出店
約３４％に出店・・・自社競合を考えなければ、６６％に出店の余地あり！
「GIS：地理情報システムによる分析」
「定時定点観測」
　＊立地開発
　　　　　GIS･･･乗降客３万人以上の駅は、東京発の関東圏に656駅、内233駅に出店している。
直営店では、首都圏（約90%　FCは80%）を中心に出店してまいりました。

主力業態である「はなの舞・団欒炎」を広域の駅前への出店を実施
都心回帰現象の著しい首都圏中心部へ「花の舞八丁堀店」を出店しました。�



【北海道】FC1店
はなの舞：FC1店

【岩手県】直営2店
はなの舞：直営2店

【秋田県】FC1店 直営1店
はなの舞：FC1店 直営1店

【宮城県】FC2店

 

直営５店
はなの舞：FC1店

 

直営４店
知夢仁：直営1店
こだわりやま：FC1店

【福島県】FC６店

 

直営２店
はなの舞：FC５店

 

直営1店
こだわりやま：直営1店
知夢仁：FC1店

【茨城県】FC3店 直営3店
はなの舞：FC3店 直営3店

【栃木県】直営1店
はなの舞：直営1店

【新潟県】FC1店 直営3店
はなの舞：FC1店 直営2店
団欒炎：直営1店

【千葉県】FC15店 直営2３店
はなの舞：FC8店 直営1９店
団欒炎：FC1店 直営3店
チムニー：FC3店
こだわりやま:FC３店

 

直営１店

【埼玉県】FC７店

 

直営2１店
はなの舞：FC６店

 

直営19店
団欒炎：FC1店

 

直営１店
知夢仁：直営1店

【東京都】FC105店 直営67店
はなの舞：FC47店

 

直営：46店
団欒炎：FC6店 直営9店
四季

 

花の舞：直営4店
チムニー：FC17店 直営1店
知夢仁：FC7店 直営2店
こだわりやま：FC2６店

 

直営３店

 

その他業態：FC２店

 

直営２店

【神奈川県】ＦC18店 直営2１店
はなの舞：FC10店 直営17店
団欒炎：FC2店 直営3店
チムニー：FC２店
知夢仁：FC1店
こだわりやま：FC2店 直営1店
その他業態：FC1店

【長野県】FC7店 直営1店
はなの舞：FC7店 直営1店

【山梨県】FC2店
はなの舞：FC１店
こだわりやま：FC1店

【石川県】直営1店
はなの舞：直営1店

【岐阜県】直営2店
はなの舞：直営1店
団欒炎：直営1店

【兵庫県】FC1店

 

直営２店
はなの舞：FC1店

 

直営２店

【広島県】FC1店
はなの舞：FC1店

【熊本県】FC1店
四季

 

花の舞：FC1店

【静岡県】FC10店 直営1１店
はなの舞：FC２店

 

直営１0店
団欒炎：FC2店 直営1店
四季

 

花の舞：FC1店
知夢仁：FC1店
こだわりやま：FC2店
その他業態：FC2店

【愛知県】FC1店

 

直営５店
はなの舞：FC1店

 

直営５店

２４

都道府県別店舗数

【青森県】直営３店
はなの舞：直営３店

【富山県】ＦＣ1店
はなの舞：ＦＣ1店

【群馬県】直営1店
はなの舞：直営1店

【大阪府】直営4店
はなの舞：直営4店

２００６年１２月期

ＦＣ１８３店

 
ＲＣ１７９店

計 ３６２店



（単位：店）

グループ店舗数及び出退店の推移

（単位：店）

業態

事業

 
部門

２００６年１２月末

 店舗数

はなの舞はなの舞
直営 １４３

２４０
FC ９７

団欒団欒

 

炎炎
直営 １９

３１
FC １２

四季四季

 

花の舞花の舞
直営 ４

６
FC ２

チムニーチムニー
直営 １

２３
FC ２２

知夢仁知夢仁
直営 ４

１４
FC １０

こだわりやまこだわりやま
直営 ６

４１
FC ３５

他業態他業態
直営 ２

７
FC ５

合計合計
直営 １７９

３６２
FC １８３

0
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2001年12月期 2002年12月期 2003年12月期 2004年12月期 2005年12月期 2006年12月期

FC店舗数

直営店舗数

出店数

退店数

2001年

12月期

2002年

12月期

2003年

12月期

2004年

12月期

2005年

12月期

2006年

12月期

ＦＣ店舗数 154 146 142 141 163 183

直営店舗数 48 69 93 113 141 179

出店数 27 29 40 40 63 72

退店数 13 16 20 21 13 14

２５

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
平成13年からの「直営店本格展開、収益構造の改革」政策から順調に伸びております。
基準に則り収益の上がらない店舗のスクラップと「ROI.４０」の新規出店を実現することにより経営基盤が強固なものになってきております。
又、FC店舗に於きましては、ここ数年の店舗数は、大きな変化はありませんがスクラップ＆ビルド政策により改善が出来てきており、他社がマイナス成長の中、平成16年におきましては、売上高で前年比107.4％となっております。


【想定質問回答】
①スクラップと新規出店数
スクラップ
　平成13年13店（FC:7店舗）、平成14年16店(FC:7店舗）、平成15年20店(FC:13店舗）平成16年21店(FC:15店舗）平成17年7店（FC:6店舗）
出店数
　平成13年27店舗、平成14年29店舗、平成15年40店舗、平成16年40店舗の出店　平成17年44店の出店
②出店基準と退店基準
退店基準
　ＦＬ６５％以内でＱＳＣＡが実行されている状態で、直近６ヶ月間の最終利益が、リース支払額の2倍以上になっている。
出店基準
　乗降客3万人以上で駅前からの視認性のある物件
　ＲＯＩ：４０％

　�



２００６年１２月期の取組み・成果
 

と今後の戦略

２６

チムニー株式会社
 

ＪＡＳＤＡＱ：３３６２
 

http://www.chimney.co.jp



２７

出店面出店面出店面

☆出店は引き続き順調

→前期の６３店舗を上回る７２店舗の新規出店

→店舗数増に対応し、第２物流センターを開設・稼動（１１月）

☆出店エリアが更に拡大

→岩手県、兵庫県、石川県、秋田県、青森に直営１号店を出店

２００６年１２月期の取組み・成果と今後の戦略①

☆超繁華街への出店

→新宿２店舗、池袋、横浜に出店

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
居酒屋とは“製造販売業”である。この事を念頭に、スクラップ＆ビルドをしながら、
当社は、乗降客数3万人以上の駅前出店。
東京都の占有率が高いですが、人口の都心回帰等、首都圏での出店余地はあると考えております。
後にご説明いたしますが、名古屋に物流拠点を置くことが出来たことにより
中京、近畿への出店も可能となっております。

【根拠】
東京発の沿線上に６５６駅あり、そのうち２３３駅に出店
約３４％に出店・・・自社競合を考えなければ、６６％に出店の余地あり！
「GIS：地理情報システムによる分析」
「定時定点観測」
　＊立地開発
　　　　　GIS･･･乗降客３万人以上の駅は、東京発の関東圏に656駅、内233駅に出店している。
直営店では、首都圏（約90%　FCは80%）を中心に出店してまいりました。

主力業態である「はなの舞・団欒炎」を広域の駅前への出店を実施
都心回帰現象の著しい首都圏中心部へ「花の舞八丁堀店」を出店しました。�



２８

人『財』戦略面人人『『財財』』戦略面戦略面

☆女性の採用・管理職への登用の継続

→直営店女性リーダー比率２７％、平均年齢２６才
＜『日経WOMAN』２００６年６月号

 

特集記事「女性が働きやすい会社

 

BEST１００」に

 
掲載（４００社中７６位）＞

☆キッチンマイスター制度（※）の本格運用

→調理技術の更なる向上、チムニースタンダードの一層

 の浸透を目指す

※キッチンマイスター制度

調理担当者の資格評価制度。衛生管理、原価

 
管理、店舗オペレーション等の実務能力レベ

 
ルを評価し、役職・報酬に反映させる。

２００６年１２月期の取組み・成果と今後の戦略②

☆「両国道場」の分校を開設

→北千住、大井町、鴨居、両国に

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
居酒屋とは“製造販売業”である。この事を念頭に、スクラップ＆ビルドをしながら、
当社は、乗降客数3万人以上の駅前出店。
東京都の占有率が高いですが、人口の都心回帰等、首都圏での出店余地はあると考えております。
後にご説明いたしますが、名古屋に物流拠点を置くことが出来たことにより
中京、近畿への出店も可能となっております。

【根拠】
東京発の沿線上に６５６駅あり、そのうち２３３駅に出店
約３４％に出店・・・自社競合を考えなければ、６６％に出店の余地あり！
「GIS：地理情報システムによる分析」
「定時定点観測」
　＊立地開発
　　　　　GIS･･･乗降客３万人以上の駅は、東京発の関東圏に656駅、内233駅に出店している。
直営店では、首都圏（約90%　FCは80%）を中心に出店してまいりました。

主力業態である「はなの舞・団欒炎」を広域の駅前への出店を実施
都心回帰現象の著しい首都圏中心部へ「花の舞八丁堀店」を出店しました。�



２９

新業態開発面新業態開発新業態開発面面

☆食事メニューを全面に打ち出した『海鮮うまかもんや

 はなの舞』の出店

→改装含め、１３店舗に

☆４年ぶりに『こだわりやま』業態をブラッシュアップ

→前期

 
新規出店：４店舗

 
業態転換・改装：２店舗

☆ファストカジュアル業態「とんかつ

 
豚夢創家（とむそう

 や）」１号店を大船に出店

２００６年１２月期の取組み・成果と今後の戦略③

☆『水産』に更に特化した「海鮮料理

 
さかなや道場」の

 出店（２店舗）

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
居酒屋とは“製造販売業”である。この事を念頭に、スクラップ＆ビルドをしながら、
当社は、乗降客数3万人以上の駅前出店。
東京都の占有率が高いですが、人口の都心回帰等、首都圏での出店余地はあると考えております。
後にご説明いたしますが、名古屋に物流拠点を置くことが出来たことにより
中京、近畿への出店も可能となっております。

【根拠】
東京発の沿線上に６５６駅あり、そのうち２３３駅に出店
約３４％に出店・・・自社競合を考えなければ、６６％に出店の余地あり！
「GIS：地理情報システムによる分析」
「定時定点観測」
　＊立地開発
　　　　　GIS･･･乗降客３万人以上の駅は、東京発の関東圏に656駅、内233駅に出店している。
直営店では、首都圏（約90%　FCは80%）を中心に出店してまいりました。

主力業態である「はなの舞・団欒炎」を広域の駅前への出店を実施
都心回帰現象の著しい首都圏中心部へ「花の舞八丁堀店」を出店しました。�



３０

今後の戦略①今後の戦略①今後の戦略①

２００６年１２月期の取組み・成果と今後の戦略④

☆「とんかつ

 
豚夢創家（とむそうや）」の出店を加速

→今期は５店舗以上の出店を計画（大和、新宿、水戸、

 稲毛海岸等）

☆『地産地消・地産全消』を推進

☆ナショナルチェーンへ脱皮
→地方出店は拡大＆大型化→奈良、和歌山、北海道、福岡に出店

→FCホテルルートイングループとの提携強化→大阪、博多、静岡、横浜に出店

→超繁華街への出店を加速→新宿に２店舗出店、合計４店舗７００席に

☆新業態開発

→前期に実験した業態の本格展開

（海鮮うまかもんや、さかなや道場、とんかつ業態等）

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
居酒屋とは“製造販売業”である。この事を念頭に、スクラップ＆ビルドをしながら、
当社は、乗降客数3万人以上の駅前出店。
東京都の占有率が高いですが、人口の都心回帰等、首都圏での出店余地はあると考えております。
後にご説明いたしますが、名古屋に物流拠点を置くことが出来たことにより
中京、近畿への出店も可能となっております。

【根拠】
東京発の沿線上に６５６駅あり、そのうち２３３駅に出店
約３４％に出店・・・自社競合を考えなければ、６６％に出店の余地あり！
「GIS：地理情報システムによる分析」
「定時定点観測」
　＊立地開発
　　　　　GIS･･･乗降客３万人以上の駅は、東京発の関東圏に656駅、内233駅に出店している。
直営店では、首都圏（約90%　FCは80%）を中心に出店してまいりました。

主力業態である「はなの舞・団欒炎」を広域の駅前への出店を実施
都心回帰現象の著しい首都圏中心部へ「花の舞八丁堀店」を出店しました。�



３１

《北海道》

《大分県》
ぶり

水菜
プチ トマト
地養卵
白菜
長ねぎ

《鹿児島県》 かぶ
赤鶏クックロゼ 大根
霧島黒豚 豚
オリジナル本格芋焼酎
つぼ漬け
カンパチ
さつま揚げ
黒まぐろ
黄金千貫 　　　　　南高梅・ぶり 　　　《静岡県》 有機醤油 　　　　《埼玉県》

　　　　　《愛媛県》 　　　　　紀州うめどり 御殿場高原ビール にんじん 　　　　もやし
　《熊本県》 　　　　　真鯛 　　《高知県》 オリジナル純米吟醸酒 背黒いわし 　　　　き ゅ うり
　桃太郎トマト 　　　　　美生柑 　　メヒカリ 桜海老・黒はんぺん かつお・さざえ 　　　　丸大豆豆腐

　　　　オリジナル本格麦焼酎 　　　　　じゃ こ天 　《愛知県》
　　　　　ひらめ 　　　《三重県》 　うなぎ

オリジナル本格麦焼酎 　き ゃ べつ
　大葉
　穂じそ

そば粉

行者にんにく

ズワイガニ
イクラ

榛名鶏

かき

わさび

山形米　はえぬき

《山形県》

わかさぎ

豚

さんま

グリーンカールミックス

《長野県》

トマトジュース

万能ねぎ

《広島県》

だだちゃ 豆

秋鮭

生うに
真イカ

水たこ

キャベツ

《群馬県》

とうもろ こし
玉ねぎ

《茨城県》

《千葉県》

片栗粉
知床鶏
タラバガニ
ホッケ

じゃ が芋

いか一夜干し
ホタテ
ひらめ

《青森県》

《宮城県》

《秋田県》

クジラ
深層夏かき
さば

《栃木県》

《和歌山》

比内地鶏

《沖縄県》

もずく

《島根県》

紅ズワイガニ

《兵庫県》
焼海苔

《福島県》

あんこう
あなご

にら
ごぼう

悠々鶏・ぶどうジュース
戸隠そば

ホタテ

《福井県》

ほたるいか

《富山県》

いか丸干

《長崎県》

あじ・やりいか

《京都府》

オリジナル生
貯蔵酒

当社産地指定食材地図

『地産地消・地産全消』を推進

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
２．業態開発力
　立地開発
　　　　　GIS･･･乗降客３万人以上の駅
　　　　　東京発の関東圏に656駅
　　　　　内233駅に出店している。
　業態開発
　　　　　四季の心づくし花の舞　八丁堀・・・東京駅前八重洲の件
　　　　　ファーストグルメ　本社１・２階での実験と平井店でのアンテナ

　　
　　　　　�



３２

《北海道》

《大分県》
ぶり

水菜
プチ トマト
地養卵
白菜
長ねぎ

《鹿児島県》 かぶ
赤鶏クックロゼ 大根
霧島黒豚 豚
オリジナル本格芋焼酎
つぼ漬け
カンパチ
さつま揚げ
黒まぐろ
黄金千貫 　　　　　南高梅・ぶり 　　　《静岡県》 有機醤油 　　　　《埼玉県》

　　　　　《愛媛県》 　　　　　紀州うめどり 御殿場高原ビール にんじん 　　　　もやし
　《熊本県》 　　　　　真鯛 　　《高知県》 オリジナル純米吟醸酒 背黒いわし 　　　　き ゅ うり
　桃太郎トマト 　　　　　美生柑 　　メヒカリ 桜海老・黒はんぺん かつお・さざえ 　　　　丸大豆豆腐

　　　　オリジナル本格麦焼酎 　　　　　じゃ こ天 　《愛知県》
　　　　　ひらめ 　　　《三重県》 　うなぎ

オリジナル本格麦焼酎 　き ゃ べつ
　大葉
　穂じそ

そば粉

行者にんにく

ズワイガニ
イクラ

榛名鶏

かき

わさび

山形米　はえぬき

《山形県》

わかさぎ

豚

さんま

グリーンカールミックス

《長野県》

トマトジュース

万能ねぎ

《広島県》

だだちゃ 豆

秋鮭

生うに
真イカ

水たこ

キャベツ

《群馬県》

とうもろ こし
玉ねぎ

《茨城県》

《千葉県》

片栗粉
知床鶏
タラバガニ
ホッケ

じゃ が芋

いか一夜干し
ホタテ
ひらめ

《青森県》

《宮城県》

《秋田県》

クジラ
深層夏かき
さば

《栃木県》

《和歌山》

比内地鶏

《沖縄県》

もずく

《島根県》

紅ズワイガニ

《兵庫県》
焼海苔

《福島県》

あんこう
あなご

にら
ごぼう

悠々鶏・ぶどうジュース
戸隠そば

ホタテ

《福井県》

ほたるいか

《富山県》

いか丸干

《長崎県》

あじ・やりいか

《京都府》

オリジナル生
貯蔵酒

当社産地指定食材地図

『地産地消・地産全消』を推進

【鹿児島】

JA南さつまを通じ、芋焼酎の原料

 
である黄金千貫を焼酎メーカーに

 
安定供給

【宮城】

石巻漁協とタイアップしさばを買付、

 
旬の食材として提供

【山形】

当地の夏の特産品であるだだちゃ豆

 
を提供

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
２．業態開発力
　立地開発
　　　　　GIS･･･乗降客３万人以上の駅
　　　　　東京発の関東圏に656駅
　　　　　内233駅に出店している。
　業態開発
　　　　　四季の心づくし花の舞　八丁堀・・・東京駅前八重洲の件
　　　　　ファーストグルメ　本社１・２階での実験と平井店でのアンテナ

　　
　　　　　�
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今後の戦略②今後の戦略②今後の戦略②

２００６年１２月期の取組み・成果と今後の戦略⑤

☆ホームタウンシステム（※）の更なる深化による既存店強化

※ホームタウンシステム

チェーン店でありながら、独自性を重視し、現

 
場に一定の権限を与え、立地や客層に合った

 
店作りをすることで、地域密着型・地域１番店

 
を目指す。

☆人『財』育成を中心に据えた強力なバックシステムの

 構築
→「ABC大学」の創設

☆拠点拡充・他社との差別化のための投資を加速
→「おさかなセンター」の開設（５月）→水産No．１居酒屋への布石

→前期の大阪・中部に続き、仙台オフィス等拠点を更に拡充
→「両国道場」分校の開設（関西、東北北海道）
→物流拠点の拡充（第３・第４物流センター）

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
居酒屋とは“製造販売業”である。この事を念頭に、スクラップ＆ビルドをしながら、
当社は、乗降客数3万人以上の駅前出店。
東京都の占有率が高いですが、人口の都心回帰等、首都圏での出店余地はあると考えております。
後にご説明いたしますが、名古屋に物流拠点を置くことが出来たことにより
中京、近畿への出店も可能となっております。

【根拠】
東京発の沿線上に６５６駅あり、そのうち２３３駅に出店
約３４％に出店・・・自社競合を考えなければ、６６％に出店の余地あり！
「GIS：地理情報システムによる分析」
「定時定点観測」
　＊立地開発
　　　　　GIS･･･乗降客３万人以上の駅は、東京発の関東圏に656駅、内233駅に出店している。
直営店では、首都圏（約90%　FCは80%）を中心に出店してまいりました。

主力業態である「はなの舞・団欒炎」を広域の駅前への出店を実施
都心回帰現象の著しい首都圏中心部へ「花の舞八丁堀店」を出店しました。�



【

 

３年間で店長代行から

ブロックマネージャーへ】

【

 

ＡＢＣアカデミーからＡＢＣ大学へ 】

【

 

判断・基準 】

【

 

投資対効果 】

人財育成の要：「ＡＢＣ大学」創設へ

《《投資／効果の課題投資／効果の課題》》
○店舗出店投資に見合った店舗業績の確保
○１０００店舗出店時の人財確保と体制の確立

《《人財育成人財育成取り組み状況に関する課題取り組み状況に関する課題》》
○出店スピードに人財育成が追いつかない
○複数店舗をマネジメントできる人財の不足

《《人財育成人財育成上の課題上の課題》》
○自立的に発想や行動を「革新」していく力を育成
○「モチベーションは自らが創り出すもの」という能力開発

《《基準／ルールに関する課題基準／ルールに関する課題》》
○スキルアップの開示基準が不明瞭
○教育カリキュラムの明文化

《《人財育成のコンセプト人財育成のコンセプト》》
○セルフマネジメントが出来る人財育成を目指す
○ＯＪＴとＯＦＦ－ＪＴをリンクし、教育訓練部との連携

《《セルフマネジメント教育のステップセルフマネジメント教育のステップ》》
○実践から定着へ（ヒューマンスキルの習得）
○定着から価値へ（テクニカルスキルの熟練）
○価値から目標、そして自信へ

（コンセプチュアルスキルの創造）

【

 

人財育成の取り組み 】

【

 

意識・教育 】

《《３ヶ年教育計画３ヶ年教育計画》》
○○

 

１年目（店長へのステップアップ）１年目（店長へのステップアップ）
上司からの指示を理解し実行できる能力の育成上司からの指示を理解し実行できる能力の育成

○○

 

２年目（店長、そしてマネジメントへ）２年目（店長、そしてマネジメントへ）
会社の方針を管理し、成果に結びつける能力会社の方針を管理し、成果に結びつける能力
の開発の開発

○○

 

３年目（店長からマネージャーへ）３年目（店長からマネージャーへ）
店舗運営（経営）の理念や戦略を作成したり、店舗運営（経営）の理念や戦略を作成したり、
組織の活性化を立案、部下指導のスキルを育成組織の活性化を立案、部下指導のスキルを育成

《《教育に関する課題教育に関する課題》》
Ｏ

 

ＯＪＴとＯＦＦ－ＪＴのリンクが不十分

《《意識変革に関する課題意識変革に関する課題》》
○セルフマネジメントができる人財の育成

【

 

基準／ルール 】
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「「教育元年」、計画的な社員の能力開発を行いレベルアップを図る。教育元年」、計画的な社員の能力開発を行いレベルアップを図る。

ＡＢＣアカデミーから「ＡＢＣ大学」へＡＢＣアカデミーから「ＡＢＣ大学」へ

≪ ね ら い ≫

１０００店舗１０００店舗

バックシステム構築バックシステム構築

人財育成が要となる人財育成が要となる

次なる教育課題への次なる教育課題への

取り組み取り組み

計画的戦力化
ｶﾘｷｭﾗﾑの構築と実施

地区別道場の稼動
････

セルフマネジメント教育への取り組みセルフマネジメント教育への取り組み

「店長育成」ではなく「経営者の育成」へ「店長育成」ではなく「経営者の育成」へ

出店規模に合わせた人財の確保出店規模に合わせた人財の確保
①調理師学校との連携による「奨学生制度」の確定
②ハッピーターン社員、ローカル社員の積極採用
③新・社員独立制度の構築
④コース別採用の充実
⑤女性管理職の積極登用の継続

『教育元年』：具体的な取組み

店長代行を正店長へ
レベルアップ

店長マイスター資格
制度の導入
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１．スクラップ＆ビルドをスピーディーに推進

・・・過去５年間で、２４４店舗を新規出店、一方、８４店舗の退店。業態転換：１

 ８店舗、改装：３５店舗。既存店好調の一因に（すべてFC店含む）。

 

１．スクラップ＆ビルドをスピーディーに推進

・・・過去５年間で、２４４店舗を新規出店、一方、８４店舗の退店。業態転換：１

 ８店舗、改装：３５店舗。既存店好調の一因に（すべてFC店含む）。

３．「建売システム」（繁盛店譲渡システム）によるFC化と直営店との
 共存共栄体制＝直営店も強いFC本部

 ・・・他FC本部にはない、既存直営店舗をＦＣ加盟希望者へ譲渡するシステム。

 FC店：直営店の均衡展開。近年、有力フランチャイジーの加盟が増加

 

３．「建売システム」（繁盛店譲渡システム）によるFC化と直営店との
 共存共栄体制＝直営店も強いFC本部

・・・他FC本部にはない、既存直営店舗をＦＣ加盟希望者へ譲渡するシステム。

 FC店：直営店の均衡展開。近年、有力フランチャイジーの加盟が増加

２．自社人財育成センター（「両国道場」）による人財育成システム
・・・両国道場でチムニー・スタンダードを習得させ、店舗へ輩出。分校含め５校

 体制、更に今期も増設予定。

 

２．自社人財育成センター（「両国道場」）による人財育成システム
・・・両国道場でチムニー・スタンダードを習得させ、店舗へ輩出。分校含め５校

 体制、更に今期も増設予定。

４．ホームタウンシステム

・・・チェーン店でありながら、独自性を重視、地域密着型店舗運営を実施

４．ホームタウンシステム

・・・チェーン店でありながら、独自性を重視、地域密着型店舗運営を実施

当社の強み

５．進化・深化する「はなの舞」

 ・・・１号店「寿司居酒屋」はなの舞（95年）から「海鮮居酒屋」はなの舞へ。現在

 では、「はなの舞」「花の舞」「海鮮うまかもんや」に派生・進化・深化

 

５．進化・深化する「はなの舞」

 ・・・１号店「寿司居酒屋」はなの舞（95年）から「海鮮居酒屋」はなの舞へ。現在

 では、「はなの舞」「花の舞」「海鮮うまかもんや」に派生・進化・深化

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
２．業態開発力
　立地開発
　　　　　GIS･･･乗降客３万人以上の駅
　　　　　東京発の関東圏に656駅
　　　　　内233駅に出店している。
　業態開発
　　　　　四季の心づくし花の舞　八丁堀・・・東京駅前八重洲の件
　　　　　ファーストグルメ　本社１・２階での実験と平井店でのアンテナ

　　
　　　　　�



２００７年１２月期
 
業績見通し

チムニー株式会社
 

ＪＡＳＤＡＱ：３３６２
 

http://www.chimney.co.jp
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決算期決算期

項目項目

２００２００６６年１２月期（実績）年１２月期（実績） ２００２００７７年１２月期（予想）年１２月期（予想）

構成比 前年比 構成比 前年比

売上高 28,07628,076 100.0100.0 133.5133.5 34,00034,000 100.0100.0 121.1121.1

売上総利益 18,18318,183 64.864.8 135.6135.6 22,10022,100 65.065.0 121.5121.5

営業利益 2,2292,229 7.97.9 130.3130.3 ーー ーー ーー

経常利益 2,3102,310 8.28.2 132.3132.3 2,6002,600 7.67.6 112.6112.6

当期純利益 1,1841,184 4.24.2 138.3138.3 1,3001,300 3.83.8 109.8109.8

一株当り当期純利益 １４２．６円１４２．６円 １５６．６円１５６．６円

一株当り配当金 １０円１０円 １０円１０円

２００７年12月期
 
業績見通し

＜今２００７年１２月期予想

 
前提条件＞

・出店：６５店舗（居酒屋６０店舗・平均８８坪、とんかつ業態５店舗・平均２０坪）
・既存店売上高：９５％

 
・FC加盟数：４５

 
・原価率：３５％

（単位：百万円、％）



３９

期間

 項目
20020077年年1212月期月期

（前期比伸び率）（前期比伸び率）

20020088年年1212月期月期

（前期比伸び率）（前期比伸び率）

20020099年年1212月期月期

（前期比伸び率）（前期比伸び率）

売上高売上高 ３４,０００（121.0） ３８,３００（112.6） ４２,３００（110.4）

売上総利益売上総利益 ２２,1００（121.

 
5） ２４,６００（111.3） ２６,７００（108.5）

経常利益経常利益 ２,６００(112.6） ３,１００（119.2） ３,４００（109.7）

（ｸﾞﾙｰﾌﾟ店舗売上）（ｸﾞﾙｰﾌﾟ店舗売上） （４５, ８００） （５３,３００） （６０,８００）

出店数出店数 ６５ ８０ ８０

退店数退店数 １０ １０ １０

期末グループ店舗数期末グループ店舗数 ４１７ ４８７ ５５７

直営店直営店 １９４ ２１４ ２３４

FCFC店店 ２２３ ２７３ ３２３

（単位：百万円、％）

（単位：店）

＜ご参考＞２００７－２００９年
 
数値目標

※営業利益につきましては、経常利益とほぼ同額の見通しです。

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
今後の課題
今までのご説明と重複いたす点が多くございますが、
①居酒屋人材集約産業である。
今後店舗展開をするに当っては、優秀な人材の確保・育成が必要不可欠であると認識しており、当社では社員教育施設として「ABCアカデミー両国道場」を設置し、調理実習、接客業務実習、店長業務実習等を行なっており、これのレベルアップが不可欠であると考えます。

第１･･･脱平均化
第2･･･マーケティング・マーチャンダイジング・マネージメントの3M

競合や少子高齢化で居酒屋に来られるお客様は減少傾向にあるにもかかわらず、店舗数は増え続けています。
「誰が我々のお客様なのか」を真摯に受止め「脱平均化とマーケティング・マーチャンダイジング・マネージメントの3M
を、行動、思考基準に落し込み革命へとつなげてまいります。

1.優秀な人材の確保、育成に対するシステムの構築
高齢化・人口減少による生産年齢人口の減少、貯蓄率低下等の成長制約要因が本格化してくる中長期においては、労働力が稀少となっていくことから、女性の労働力率を高めるとともに、労働生産性を高めていくことが必要であると考えます。
�



この資料に掲載されている業績見通し、その他今後予測・戦略等に関わる情報は、本資料の作成時

 点（平成１８年１２月末現在）において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範

 囲内で為した判断に基づくものです。
しかしながら現実には、通常予測し得ないような特別事情の発生または通常予測し得ないような結

 果の発生等により、本資料記載の業績見通しとは異なる結果を生じ得るリスクを含んでおります。
当社といたしましては、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、その積極的な

 開示に努めてまいりますが、本資料記載の業績見通しのみに全面的に依拠してのご判断は、くれぐれ

 もお控えになられるようお願いしたします。
なお、いかなる目的であれ、当資料を無断で複製、または転送等をおこなわない様に、お願い申し上

 げます。

チムニー株式会社

常務取締役財経本部長

山口

 

実

４０

本日は、ご清聴ありがとうございました。

本日の説明会参加の皆様へ


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	チムニー株式会社　　会社概要�
	会社概要
	経営理念
	事業内容
	居酒屋業界での当社ポジション
	２００６年１２月期　決算概要
	経営成績①　損益計算書（１）（抜粋）
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	経営成績補足データ①：セグメント別売上高
	スライド番号 16
	経営成績補足データ③：都道府県別売上高（直営店舗）
	経営成績補足データ④：オープン年度別売上高（直営店舗）
	既存店（直営店）売上高の推移
	２００６年１２月期の出店について
	２００６年１２月期上期　出店実績
	２００６年１２月期下期　出店実績①7月～10月
	２００６年１２月期下期　出店実績②11月～12月
	２００6年１２月期　直営／FC別、業態別出店実績
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	２００６年１２月期の取組み・成果�と今後の戦略
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	２００７年１２月期　業績見通し
	２００７年12月期　業績見通し
	スライド番号 40
	スライド番号 41

